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ふるさと発見！（小・中学生向け） 

とよおか学府
が く ふ

 

 

〈児童・生徒数〉        令和 7 年 5 月 1 日現在                                                                       

豊岡北
とよおかきた

小 学 校
しょうがっこう

  235 人 

豊 岡 南
とよおかみなみ

小学校 272 人 

豊岡
とよおか

中学校 293 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊岡地区の地図 1 
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学府の「とよおか」は、1955（昭和
しょうわ

30）年に 3村
そん

（広瀬村
ひ ろ せ む ら

・野部
の べ

村
むら

・敷地
し き じ

村
むら

）が合併
がっぺい

して旧 豊
きゅうとよ

岡
おか

村
むら

がつくられた時、中学生から名前を募集
ぼしゅう

し、その中から県
けん

知事
ち じ

が決定
けってい

した村の名前です。 

1 

5 

大 日 如 来
だいにちにょらい

頭部
とうぶ

（市指定） 

古代
こ だ い

から続く歴史《日本で銅鐸
どうたく

が出土
しゅつど

する一番東の端
はし

》 

敷地 1 号銅鐸レプリカ 社山城跡
あと

（市指定） 

 

 

 

南アルプスから連
つら

なる山地
さ ん ち

（磐田市で一番高い場所は本宮山
ほんぐうさん

の北方で高さ 534ｍ）、磐
いわ

田原
た ば ら

台地
だ い ち

、天 竜 川
てんりゅうがわ

・敷地川沿いの平野
へ い や

という３つの異なる地形を持つ、とよおか学府は、それぞ
れの地形の特 徴

とくちょう

に合わせた産 業
さんぎょう

を 育
はぐく

んできました。 
また、遠 州

えんしゅう

北部
ほ く ぶ

（信 州
しんしゅう

に接
せっ

する山
さん

間部
か ん ぶ

）と遠 州
えんしゅう

南部
な ん ぶ

（平野部
へ い や ぶ

）の接点に位置するため、

古くから物や人・文化の中継地
ちゅうけいち

、交 流
こうりゅう

の 要
かなめ

として重視
じゅうし

されてきました。 

西
にし

の谷
や

遺跡
い せ き

から出土した３つの銅鐸は弥生
や よ い

時代
じ だ い

のものです。そのうちの「敷地
し き じ

１号銅鐸」は
東 京
とうきょう

国立
こくりつ

博物館
はくぶつかん

に 収
しゅう

蔵
ぞう

されています。 

岩室
いわむろ

廃寺
は い じ

跡
あと

は、奈良
な ら

時代から室町
むろまち

時代に建
た

てられた大きなお寺の跡
あと

と 考
かんが

えられます。戦国
時代には、この地域

ち い き

で今川
いまがわ

氏
し

・武田
た け だ

氏
し

・徳川
とくがわ

氏
し

などの 争
あらそ

いがあったため、社
やしろ

山 城
やまじょう

などの山城
やまじろ

や 砦
とりで

が多く築
きず

かれました。 

盛
さか

んな農 業
のうぎょう

《元気むらには採
と

れたての野菜がいっぱい》 

天竜川が築
きず

いた平野には水田
すいでん

や海老
え び

芋
いも

・白ねぎ・シソ・中国野菜
などの畑が広がり、台地ではお茶や柿

かき

が作られています。「とよお
か採

と

れたて元気
げ ん き

むら」では地元で生産
せいさん

された新鮮
しんせん

な野菜や加工品、

総菜
そうざい

などが販売
はんばい

されています。 

 

『磐田の文化財』 磐田市文化財課より 磐田市文化財課提供 
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松下大三郎生誕地 

★ 

★ 

★ 
★ 

★ 

★ 

★ 

松之木島 

三家 

壱貫地 

上神増 

合代島 

大楽地 

大平 

2 

岩 室
いわむろ

廃寺
はいじ

跡
あと

（市指定） 
『磐田の文化財』 

磐田市文化財課より 

（2023 年撮影） 

★は念仏組がある地域です 「いわたふるさと散歩（豊岡編）」磐田市文化財課より 

本宮山 
▲ 
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 1928（昭和 3）年に光 明
こうみょう

電気
で ん き

鉄道
てつどう

〔のちに廃
はい

線
せん

〕が、
1940（昭和 15）年には二俣

ふたまた

線
せん

〔現在の天 竜
てんりゅう

浜名
は ま な

湖
こ

鉄道
てつどう

〕

が開通
かいつう

しました。1970（昭和 45）年に浜北
はまきた

大橋ができ、
2012（平成

へいせい

24）年には新東名
しんとうめい

高速
こうそく

道路
ど う ろ

が開通しました。
2021（令和

れ い わ

3）年には工業団地の近くに、新磐田スマート

インターチェンジもできました。交通網
こうつうもう

の発達
はったつ

により、 
大規模
だ い き ぼ

な工場が多く造
つく

られました。 
「遠 州

えんしゅう

大念仏
だいねんぶつ

」は初盆
はつぼん

の家に招かれた念仏組
ねんぶつぐみ

が庭先で念仏踊りをして亡くなった人を供養
く よ う

するもので、市
し

指定
し て い

無形
む け い

民
みん

俗文化
ぞ く ぶ ん か

財
ざい

になっています。上神増組
かみかんぞぐみ

・壱貫地
い っ か ん じ

組
ぐみ

・合代
ごうだい

島組
じまぐみ

・三家
み つ え

組
ぐみ

・
松之木
ま つ の き

嶋
じま

組
ぐみ

（地区名は松之木島）・大楽寺組
だいらくじぐみ

・大 平 組
おいだいらぐみ

の７つの組があります。表面の地図に

★がついている所が、念仏組がある地区です。 
「子供

こ ど も

念仏
ねんぶつ

」は、 傘
かさん

鉾
ぼこ

と呼ばれる赤い布で周りを覆
おお

った大きな唐
から

傘
かさ

を先頭に、初盆の家で
子どもたちが祭壇

さいだん

に向かい整列
せいれつ

し、念仏を唱
とな

えるものです。敷地の敷上
しきかみ

と敷
しき

南
なん

、2 つのグルー

プと、下
しも

神増
か ん ぞ

・三家
み つ え

合同の子ども会によって受け継がれています。 

 山の表面の岩の形が獅子の横顔に似
に

ているため「獅子
し し

ヶ
が

鼻
はな

公園
こうえん

」と名付けられました。 
岩の上からは遠 州 灘

えんしゅうなだ

が見え、北側にはトレッキングコースがあります。「獅子ヶ鼻公園」の

近くには「岩室
いわむろ

廃寺
は い じ

跡
あと

」があり、周辺で大日如来
だいにちにょらい

頭部
と う ぶ

（表面写真）や仏像が２体発見されて
います。この３体は「岩室伝存

いわむろでんそん

仏像
ぶつぞう

群
ぐん

」として市の指定文化財となっています。 

交通網と工場の進出 獅子
し し

の背
せ

から海が見える 

お盆
ぼん

の夜は民俗文化財の念仏
ねんぶつ

踊
おど

り 

ヘリコプターの研究もした松下博士 

 下野辺
し も の べ

出身の国語学者・松下
まつした

大三郎
だいざぶろう

（1878-1935）

は、物理
ぶ つ り

工学
こうがく

への関心も高かったそうです。その才能は、
万葉集などの古典から選んだ和歌の検索

けんさく

ができる『国歌
こ っ か

大観
たいかん

』の構想
こうそう

に役立ったと言われています。豊岡図書館

には、松下大三郎の著書
ちょしょ

や直筆
じきひつ

原稿や伝記などを集めた
松下文庫があります。 

くわしく調べるには 
■豊岡の歴史や遺跡

いせき
について 

・「いわたふるさと散歩 磐田文化
ぶんか

財
ざい

マップ（豊岡編）」★ 

・『豊岡物語 増 刊 号
ぞうかんごう

』・『磐田の文化財』 

■豊岡の農業について 

・『わたしたちの豊岡村』 

・「磐田を知りたい!調べたい!（小・中学生向け）磐田の特 産 物
とくさんぶつ

」◆ 

◎「とよおか採
と

れたて元気
げんき

むら」ホームページ https://toyooka-genkimura.co.jp 

■「とよおか学府」について 

・『豊岡村史 通史編』・『豊岡村史 資料編』・『豊岡村百話』 

■獅子
し し

ヶ
が

鼻
はな

公 園
こうえん

について 

・「磐田市トラベルトランク 観光ガイドブック」 

■遠州大念仏や子供念仏について 

・『豊岡地区 伝 承
でんしょう

の遠州大念仏』 

・ＤＶＤ「豊岡地区伝承の遠州大念仏」 

・「磐田を知りたい!調べたい!（小・中学生向け）磐田の大念仏」◆ 

■豊岡の発展につくした人々について 

・『松下博士の業績をたたえる』・『わたしたちの磐田』 

・「磐田の著名人一覧」◆ 

■豊岡の交通や工場について 

・『広報とよおか縮刷版 200 号記念』・『わたしたちの豊岡村』 

・『豊岡村村 勢
そんせい

要 覧
ようらん

2004』 

※◆印は図書館ホームページの「発見!いわた」コーナー、★印は電子図書館から見ることができます。 

4 

 

図書館ホームページ 

新磐田スマートインターチェンジ 

（2025 年撮影） 

  

大楽寺組 大平組 
『磐田の文化財』 磐田市文化財課より 
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松下文庫 (2025 年撮影) 
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